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I研 究の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分 か りやす く記入のこと)

＜緒言＞

大 ・中口径人工血管では吻合部か ら1cm程 度が、生体血管から伸展 した血管内皮細胞に置換

され る。 しか し、残 りの表面は、血栓膜で覆 われ血流速が大きい場合のみ 開存する。つま り

この機構では、口径4㎜ 以下の小 口径人工血管は開存 しない。 またこれまでに、小口径人工

血管の内面 を抗血栓性の リン脂質ポ リマーアロイで被覆 した系では最長8ヵ 月間の開存を示

したが 閉塞 例 も見 られ 、そ の場合 は主 と して 吻合部 であ った。

これは 、吻合部 にお ける生 体血 管 との コンプ ライ ア ンス ミスマ

ッチが原 因の一 つ であ る と考 え られ る。 本研 究で は 、ハイ ブ リ

ッ ド型人 工血 管 に不可欠 な機 能 の一部 と して 、 よ り高 い レベル

の抗血栓性 と生体血 管 に匹敵 す る力学 的特性(Jカ ー ブ)が 必

要 と考 え、 リン脂 質 ポ リマ ー が 血 管 内 皮 細 胞(HＵVEC)に よっ

て置換 され る内表 面 に注 目し設 計 した。本研 究が 目指す人 工血

管 はHUVEC置 換型 リン脂 質 ポ リマ ー層 、力 学的強 度 とJカ ー

ブ を担 う中空 糸 層、 血 圧 を制 御す る血 管平 滑筋 細胞(SMC)層 の

三層構造か ら成 るハ イブ リッ ド型 人工血 管である(Fig.1)。

＜実験＞

Jカ ーブ特性 を発現 させ るた めにセ グメン

ト化ポ リウ レタ ン(SPU)か ら中空 糸 を作 成

した。SPU:ジ メ チル スル ホ キ シ ド(DMSO):
エ タノール=20:75=5(wt%)外 凝 固溶 媒 温度

60℃ で作 製 し引張 試 験 を行 な った。 細 胞

置 換型 リン脂 質 ポ リマー の評価 と して一

部 を 水 溶 性 の リ ン 脂 質 ポ リ マ ー

PMBBu(Fig.2)で 被覆 したPET板 にSMCを

播種 し経時的変化 を観 察 した。

＜結果 ・考察 ＞

3.3MPaよ りも強い破 断強度 、子 ウシ大腿動脈(Fig.3(1))よ りも小 さいヤ ング率 を もつJカ ー

ブ(Fig.3(4))を 有す る中空 糸が 得 られ た。 これ は、本研 究 が 目指す 人工 血管 に充分適 用 で き

るコアマテ リアルである。一方で、溶媒にDMSOを

用 いた場合 とジメチルホル ムア ミ ド(DMF)を 用い
た場合では中空糸の断面構造に著 しい差が見 られ

外表面の多孔質度の差 も含 めて(Fig．4)応 カ-歪 み

曲線に及ぼす影響について検討す る必要がある。



時間 と ともにPＭBBUと の壌界線 をSMCが 侵 食 してい く

様子 が、観 察 で きた(Fig.5)。 次 にPEＴ 板 の代 わ りにSPU

中空糸 を、SMCの 代 わ りにHUVECを 用 い た細胞置 換型

リ ン脂 質 ポ リマ ー の 実験 系 で 、 細 胞 の 伸 展 速 度 と

PＭBBUの 溶 解速 度 につ いての検 討 を行 な う。 つま り、

血管内皮 増殖 因子(VEGF)がHUVECの 生長 を促進 し、細

胞 の生長 に応 じてPMBBUが 溶解す るこ とによ り常 に抗

血栓性 を維持 しつつ、最終的 には 内側表 面全体 がHUVEC

に置換 され る内表 面の創 製 を行 な う。
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II学 術雑誌等に発表 した論文(掲 載 を決定された ものを含む.)

共著の場合,申 請者 の役割を記載すること.

(著者,題 名,掲 載誌名,年 月,巻 号,頁 を記入)

学術雑誌 と学会等のプ ロシーデ ィングな どを以下のよ うに区別 して記入す ること

(1)学 術論文(査 読 あり)

* Kayahiko Makita, Sang Ho Ye, Junji Watanabe, Madoka Takai and Kazuhiko Ishihara, 

Tissue Compatible Segmented Polyurethane Hollow Fiber as a Scaffold for Hybrid Blood Vessel, 

Transactions of the Materials Research Society of Japan, 2005, 30[4], 1077-1080 

* Kayahiko Makita. Sang Ho Ye, Tomohiro Konno, Madoka Takai and Kazuhiko Ishihara, 

Preparation of Segmented Polyurethane Hollow Fiber with Tissue Compatible Properties for Hybrid 

Blood Vessel, Transactions of the Materials Research Society of Japan, 2006, in press

(2)学 会等のプロシーデ ィング

*牧 田鹿文彦、エサ ンホ、渡邉順司、高井ま どか、石原一彦、ポ リウレタン非対称 中空糸

を利用 したJカ ーブ特性ハイブ リッ ド型人工血管の構築、高分子学会予稿集 、2005年5

月、54巻1号 、58頁

*牧 田鹿 文彦、三浦龍志、エサ ンホ、金野智浩、高井 ま どか、石原一彦、細胞置換型 リン

脂質ポ リマー内表面を構築 したハイブ リッ ド型人工血管の創製、高分子学会予稿集、2006

年5月 、55巻 印刷中
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*2005.5.,高 分子学会年次大会,パ シフィコ横浜
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(牧田鹿文彦、エサンホ、渡邉順司、高井まどか、石原一彦)
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